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報道関係各位 

アストンマーティン ジャパン 

 

ASTON MARTIN VALIANT 

純粋なドライビングパッションのチャンピオン 

 

• 公道仕様でありながらトラック走行を強く意識したスペシャル・エディション、

「Valiant」がビスポーク・サービス Q by Aston Martinによって開発 
 

• アストンマーティン・アラムコ・フォーミュラ 1®チームのドライバー、フェルナン

ド・アロンソの個人的な依頼がきっかけで誕生  
 

• コレクション性の高いスペシャル・エディションを生み出すアストンマーティンの長

年の伝統を継承 
 

• 最高出力 745PSの 5.2リッターV12ツインターボエンジンとビスポークの 6速マニュ

アル・トランスミッションの組み合わせ 
 

• ビスポークのシャシー仕様は、マルチマティック社製 ASVダンパーとトラック性能を

向上させるべく調整された電子回路が特徴 
 

• 見事なオールカーボンファイバー製ボディワークとエアロダイナミクスパーツが軽量

化とダウンフォース増大を実現し、軽量化されたインテリアがドライバーとの一体感

を強め、よりドライバー重視に  
 

• 伝説のル・マン・レースカー「Muncher」を最先端の素材と技術により再構築した圧

倒的なスタイリング 
 

• 主要コンポーネントにマグネシウムやチタン、最新の 3Dプリンターを使用すること

でさらなる軽量化を実現 
 

• 全世界わずか 38台のみの限定生産、デリバリーは 2024年第 4半期に開始予定  
 

• 一般公開は、2024年グッドウッド・フェスティバル・オブ・スピードにて、アストン

マーティン・アラムコ・フォーミュラ 1®チームのドライバーであるフェルナンド・ア

ロンソに委ねられる 

 

2024 年 6 月 26 日、ゲイドン（英国）: 

アストンマーティンは、公道仕様でありながらトラック走行を強く意識したスペシャル・エデ

ィション、Valiant を発表します。アストンマーティンのビスポーク・サービスである Q by 

Aston Martin が生み出す類いまれなモデルの系譜に新たに加わる、極めて高い希少性、存在

感、能力を誇る Valiant は、最高出力 745PS の 5.2 リッターV12 ツインターボエンジンに 6 速

マニュアル・トランスミッションを組み合わせ、純粋なドライバーズカーにかけるアストンマ

ーティンの献身を体現しています。全世界わずか 38 台のみの限定生産で、グローバルの販売

割り当ては既に決定しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Valiant は、アストンマーティン・アラムコ・フォーミュラ 1®チームのドライバーであるフェ

ルナンド・アロンソの「軽量で過激さを増した、レーシングカーの要素を取り入れた Valour

が欲しい」という個人的な依頼をきっかけに生まれました。この依頼と、フェルナンドの 23

年に及ぶ F1®のキャリアと限界走行への情熱に触発され、Q by Aston Martin のエキスパート

たちの入念な設計と製作による厳格に台数を限定して Valiant が誕生しました。究極のビスポ

ーク・パーソナライゼーションを目指す Q by Aston Martin は、きめ細かいキュレーションの

Valiant や Valour などのスペシャル・エディションを手掛けるほか、Victor のように完全に 1

台のみのワンオフモデルのスポーツカーの製作にも対応しています。 

 

Valiant は、究極のハイパーカーである Valkyrie、ブランドで最もフォーカスされたスポーツカ

ーである Vantage とその“スピードのブラザー”と称された Vantage GT3 レーシングカー、そ

してもちろん近日発売予定のミッドエンジン・スーパーカーである Valhalla といった、公道と

サーキットの両方で真のドライビング・インテンシティを提供し続けてきたアストンマーティ

ンの系譜を色濃く受け継いでいます。Valour と Valiant はいずれもブランドの象徴的な伝統か

らインスピレーションを得てデザインされている一方で、アストンマーティンの現代的なパフ

ォーマンスの未来に確固たる姿勢で取り組み、クラスをリードするパワーやドライビング・ダ

イナミクス、最先端テクノロジーを提供して真のドライビング愛好家を間違いなく魅了しま

す。 

 

アストンマーティン・アラムコ・フォーミュラ・1®チームのドライバーであるフェルナンド・

アロンソは、次のように述べています。「Valour は、アストンマーティンの 110 周年を華々し

く祝うものであると同時に私を奮い立たせ、サーキットを重視しながらもオンロードでもスリ



リングなドライビングが楽しめるようなレーシングカーにインスパイアされたより過激なバー

ジョンを作りたいと思わせてくれました。Valiant は、限界走行に対する私の情熱から生まれた

もので、デザインと技術仕様の両方の観点で Q by Aston Martin チームと密接に協力しなが

ら、楽しむようにして協同しました。傑作が誕生したと確信しています。 

 

 

野性味ある V12 エンジンには過ぎ去りし時代の荒々しいスタイルと猛烈なパフォーマンスを残

し、華麗なデザインには最先端の現代的なエンジニアリングと軽量素材を取り入れています。

この 2 つが融合した Valiant は、パフォーマンスと反応の限界を押し広げ、アストンマーティ

ンの至極のドライバーズカーをさらに進化させ、激化させ、革新しました。レーストラックで

は本領を発揮し、公道ではスリリングな走行を実現するために誕生しました。 

 

新しい Valiant について、アストンマーティンのグローバルチーフブランド＆コマーシャルオ

フィサーであるマルコ・マティアッチは、次のように述べています。「Valiant は現代の最高傑

作です。レースの伝統にインスピレーションを得て、Q by Aston Martin が F1®に刺激を受け

た最新技術、異色な素材、徹底的な軽量化を駆使して生み出しました。他では得られない、強

烈で感動的なドライビングの実現に焦点を絞りました。パフォーマンス、トラック走行重視の

ダイナミクス、ハイパーカーの激烈さを究極まで融合した Valiant は、真のドライバーのため

に希少で並外れた車両を製作することに対するアストンマーティンの確固たる献身を体現して

います」 

 

アストンマーティンの獰猛なフロントエンジン・モデルの特別限定エディションにおける新た

な最高峰として、Valiant は完全公道仕様を留めつつ、サーキットで最高のパフォーマンスを発

揮することを狙い開発されました。異彩を放つその仕様には、純粋さを求めるドライバーは歓

喜し、最も要求の厳しいドライバーも思わず感嘆の声を上げるでしょう。Valiant はアストンマ

ーティンの最高出力 745PS、最大トルク 753Nm の驚異的な 5.2 リッターV12 ツインターボエ

ンジンと 6 速マニュアル・トランスミッションを誇り、フェード知らずの強力な制動力を発揮

する、フロント 410mm x 38mm、リア 360mm x 32mm のカーボンセラミック・ブレーキも標

準装備します。 

 

Valiant には、本格的なサーキット走行を想定して軽量化やシャシー調整など数々のユニークな

技術がちりばめられています。3D プリンター製作のリアサブフレームを採用することで、剛

性を下げることなく 3kg の重量削減、同時にマグネシウム製トルクチューブによって車両中央

部の質量を 8.6kg 削減しています。フロント 275/35、リア 325/30 のタイヤを装着する 21 イン

チの軽量マグネシウムホイールで、ステアリング・レスポンスとホイール・コントロールが向

上し、バネ下重量も 14kg 削減します。さらに、モータースポーツ仕様のリチウムイオン・バ

ッテリーによって 11.5kg の削減も実現しています。 

 

Valiant の特徴の中でも最も影響力が高いのは、マルチマティック社製アダプティブ・スプー

ル・バルブ（ASV）ダンパーを装着したことです。それぞれのダンパーを 32 の個別のダンパ



ー・カーブのいずれかに 6 ミリ秒以内に同時に調整する ASV システムは、アストンマーティ

ンのエンジニアが乗り心地とハンドリング特性をほぼ無限に調整できる最新のサスペンション

技術で、これまでモータースポーツの最上位レベルでしか見ることが叶わなかった、モーター

スポーツ級のダンピング制御およびオペレーション制御の幅が可能になります。マルチマティ

ック社製 ASV ダンパーは、最上級クラスのダイナミックで、極めて限られたモデルでの装備

例しかなく、アフターマーケットでは入手できません。 

 

新しいサスペンションのセットアップの幅広さと、強化したエアロダイナミクスによるダウン

フォースを活かすため、Valiant のプリセットのドライビングモード（Sport、Sport+、Track）

はそれぞれが再キャリブレーション済みで、ドライバーは車両性能を最大限引き出すことがで

きます。マシンとの一体感、一貫性、信頼感を主な特徴としてマシンと密接な絆を築くこと

で、Valiant の豊富なパフォーマンスをコントロールしながら、その高い能力を余すところなく

探っていくことができます。 

 

アストンマーティン・ビークルパフォーマンス担当取締役のサイモン・ニュートンは、次のよ

うに述べています。「Valiant では、公道走行も楽しめる使い勝手の良さを残しながら、トラッ

ク機能を大幅に引き上げることに重点を置いています。V12 の最高出力を 745PS に高める、

マルチマティック社製 ASV ダンパーでシャシーのセットアップの完成度をあげる、ボディ形

状の変更によりダウンフォースを強化する、軽量素材やプロセスの使用で重量削減を図るな

ど、主な領域すべてで調整を行いパフォーマンス向上と今まで以上の感動が体験いただけま

す。とりわけ、あらゆる動きの中心にドライバーを据えています。最大限の満足感が得られる

ようコントロールウェイトを磨きあげ、マニュアル・トランスミッションのシフト動作を極

め、ハンドリングの制限を引き上げてもなお操作性は高く満足感が得られます。このすべて

が、他では得られない素晴らしい体験の創造につながります」 

 

アグレッシブで過激、曖昧さのない Valiant のドラマチックなボディワークには、強い意思表

示が感じられます。軽量カーボンファイバーを全体に使用した、心に訴えかけるシルエットに

はまさにヘビー級パンチの威力があります。幅広の筋肉質なボディに刻まれたシャープなライ

ンは、ダウンフォースを発生させて安定性を確保し、スピード低下させる空気抵抗を最小限に

抑えます。Valiant の完璧な造形は、その隅々に至るまで、美的であると同時に空力性能も実現

しています。 

 

Valiant の深いフロントスプリッターは、最大限の効率で空を裂きながらノーズを路面に低く張

り付かせます。一方、特徴的な多層構造のエンドプレーンはフロントホイール周辺の空気の流

れを導き、整えます。スプリッターの真上には車幅全体に広がるカーボン製グリルが、エンジ

ン冷却空気の流れを増やすと同時にフロントアクスル前方の重量を削減し、重量を中心部に集

中させることでハンドリングを向上させています。 

 

Valiant で最も特徴的な機能パーツは、大きく丸みを帯びたサイドフェンダーと 21 インチのマ

グネシウムホイールに装着されたカーボンファイバー製エアロディスクです。幅の広いサイド



シルとリアホイールの前の上向きに反ったボーテックスジェネレーターは、フロントスプリッ

ターのエンドプレーンと連携し、側面の空気の流れを整えて、乱気流、空気抵抗、浮き上がり

を低減します。 

 

伝説的なル・マン・レースカー、1980 年登場の RHAM/1「Muncher」に装着されていたホイ

ールカバーにインスピレーションを得て、軽量鍛造マグネシウムホイールに直接装着したエア

ロディスクは、ホイールの回転から生じる乱気流と空気抵抗を抑えます。これに加え、戦略的

に配置された 6 つの吸気口が冷却用の空気をカーボンセラミック・ブレーキに送り込み、カー

ボンセラミック・ディスクによって生じる高温の空気を排出するホイール外周開口部と共に、

トラック走行時に最適なブレーキ性能を維持します。 

 

Valiant のリアデザインも、シャープな Valiant カムテールと大胆に上向きに反ったデッキリッ

ド、その上には大きな固定ウイングと、同様に機能的でドラマチックです。フロントスプリッ

ターによって発生したダウンフォースとのバランスを取る形状と、パフォーマンス能力に対す

る疑念を一切抱かせないスタイルで、Valiant の数多くの特徴的なデザインのひとつとなってい

ます。固定一体型クラムシェルのリアはヒンジ開閉のリアスクリーンパネルを備え、レース用

ヘルメットやレースウェアの収納にふさわしい積載スペースを提供します。 

 

エアロダイナミクスパッケージの最後のパーツは機能的なリアディフューザーです。空気抵抗

と浮き上がりを効果的に削減するために数値流体力学（CFD）を用いて設計したリアディフュ

ーザーはカーボンファイバー製で、リア部分の重量削減にも一役買っています。また、最大の

視覚効果を狙うと同時に 745PS の V12 エンジンの驚異的なエキゾーストサウンドを生み出す

ために調整された Valiant の華麗なクアッド・エグジットのチタン製エキゾーストシステムを

美しく囲む役割も果たしています。 

 

エクステリア同様、Valiant のインテリアも、レースで培った機能性とアストンマーティンの定

評ある完璧な装飾デザインと熟練した素材の扱いを鮮やかに組み合わせています。2 シートの

コックピットには、ドラマと決意が詰まっています。剥き出しのサテン仕上げのカーボンファ

イバーの広範囲にわたる使用は Valiant が軽量素材を重用する証であり、シートパディングの

戦略的な配置と精巧に仕立てられた軽量素材の内装が、的を絞った快適性、ラグジュアリー、

手触りを生み出しています。 

 

ドライバーとマシンが通じ合う箇所には、細心の注意を払っています。これは新しいステアリ

ングホイールから始まります。車両の随所に見られる純粋さと絆を反映するデザインの Valiant

独自のステアリングホイールは完璧な円形で、直感的な操作と集中力維持のため、細めのリム

とスポークにはスイッチ類が一切ありません。 

 

マニュアル・ギアボックスの機械的な面にスポットライトを当てるため、トランスミッショ

ン・トンネルは内部が一部見える構造で、6 速トランスアクスルに後方に向かうギア連結を見

ることができます。ギアシフトの重みと感触を完璧にすることに重点を置いて開発された新し



いビスポークの球形ギアノブと H パターンのギアシフトが、シフト動作の効率と正確性を最大

限に高めます。 

 

サーキット走行を念頭に設計した Valiant にとって、ドライバーの快適性と安全性は何よりも

重要な点です。このため、Valiant はハーフケージとビスポークのトリムの Recaro 社製

Podium シートを標準装備しています。スチール製のハーフケージは、4 点レースハーネス装

着時のアンカーポイントとしても使用できます。レカロ社製 Podium シートは、横方向とショ

ルダー部のサポート力が優れているほか、胴部分のパッシブベンチレーションを装備したパッ

ドは革新的で過酷なドライビングでも快適さはアップします。 

 

キャビントリムはアルカンターラまたはセミアニリンレザーからお選びいただけます。アルカ

ンターラのシートに施したキルティングの「デボス」加工と、最大限のコントロールを実現す

るための手触りの良いアルカンターラのステアリングホイールにも、Valiant の軽量素材重視の

姿勢を見ることができます。ビスポークのドアパネルは彫像のようなデザインで、メッシュの

インサートパネルと軽量の布製ドアリリースハンドルでも軽量化が図られています。 

 

Valiant のアグレッシブな外観について、アストンマーティンのエグゼクティブ・バイスプレジ

デント兼チーフ・クリエイティブ・オフィサーであるマレク・ライヒマンは次のように述べて

います。「Valiant は外向的と言えるでしょう。一目見ただけで、その意図は明確にわかりま

す。公道走行も可能でありながら、サーキットでも最大限に楽しめることを目的とした真のサ

ラブレッドであり、モータースポーツから明確にインスピレーションを得て、ドラマチックで

筋肉質の造形と数々の美しく機能的なディテールがその性格を表現しています。具体的には、

偉大なル・マン・レースカー「Muncher」にちなんだ、ホイールを覆うエアロディスクと、内

燃エンジンを称え、アストンマーティンの堂々たる V12 エンジンのエキゾーストサウンドに賛

辞を送る、大口径のチタン製エキゾーストパイプ 4 本組などがあります。」 

 

デリバリーは 2024 年第 4 半期に始まりますが、Valiant の一般公開は 2024 年グッドウッド・

フェスティバル・オブ・スピード（7 月 11 日～14 日）にて、名高いヒルクライムコースのダ

イナミックなデモンストレーションとともに行われる予定です。デモ走行のひとつは Valiant

の最初のオーナー、F1®世界チャンピオンに 2 度輝いたアストンマーティン・アラムコ・フォ

ーミュラ 1®チームのドライバーであるフェルナンド・アロンソが行います。 

 

こちらのプレスリリースに関する素材は、下記よりダウンロード可能です。 

https://we.tl/t-rD3VqpsU4u 

https://youtu.be/-t68QM1LZcQ 

 

 

 

アストンマーティン・ラゴンダについて 

アストンマーティンは、世界でもっとも熱望されるウルトラ・ラグジュアリー・ブリティッシ

ュ・ブランドとなることを目指し、人々を魅了してやまないハイパフォーマンス・カーを作っ

https://we.tl/t-rD3VqpsU4u
https://youtu.be/-t68QM1LZcQ


ています。 

 

ライオネル・マーティンとロバート・バンフォードによって1913年に設立されたアストンマー

ティンは、スタイル、ラグジュアリー、パフォーマンス、エクスクルーシブネスを象徴するグ

ローバル・ブランドとして知られています。アストンマーティンは、最先端のテクノロジー、

卓越したクラフトマンシップ、美しいスタイルを融合させ、Vantage、DB12、DBS、DBXに加

え、同社初のハイパーカーであるValkyrieなど、高い評価を得ている一連のラグジュアリー・

モデルを生み出しています。また、Racing. Green.サスティナビリティ戦略に沿って、アスト

ンマーティンは2025年から2030年にかけて、PHEVとBEVを含むブレンドドライブトレインア

プローチによる内燃エンジンの代替システムの開発にも取り組んでおり、電気自動車のスポー

ツカーとSUVのラインナップを持つという明確なプランを描いています。 

 

英国のゲイドンを拠点とするアストンマーティン・ラゴンダは、ラグジュアリー・カーを設計、

製造、輸出し、世界で50以上もの国で販売しています。スポーツカー・ラインナップはゲイド

ンで製造されており、ラグジュアリーSUVのDBXは、ウェールズのセント・アサンで製造され

ています。同社は、2030年までに製造施設をネットゼロにする目標を掲げています。 

 

ラゴンダは1899年に設立され、1947年にアストンマーティンとともに故デビッド・ブラウン

卿に買収され、現在は「Aston Martin Lagonda Global Holdings plc」としてロンドン証券取引

所に上場しています。 

 

2020年には、ローレンス・ストロールが同社のエグゼクティブ・チェアマンに就任し、未来の

重要な分野に対して新たな投資を行うと同時に、アストンマーティン・アラムコ・フォーミュ

ラ1®チームとともにモータースポーツの頂点へと復帰し、英国を象徴するブランドとして新た

な時代へと乗り出しています。 

 

 

 

 
 
 
 

 

https://media.astonmartin.com/ 

 

 

 

 

メディア問い合わせ先： 

Aston Martin Lagonda 

 Head of Regional Marketing & Communications-Asia Pacific 

 有澤 久美子 

https://media.astonmartin.com/


 kumiko.arisawa@astonmartin.com 

 

 Marketing & Communications Manager-Japan 

松永 悠理 

yuri.matsunaga@astonmartin.com 

  

株式会社ブレインズ・カンパニー 

 加藤 七瀬：070-7611-6970 中井 美里：070-2238-5865 

astonmartin-pr@pjbc.co.jp 

mailto:kumiko.arisawa@astonmartin.com
yuri.matsunaga@astonmartin.com
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